
　

組
合
主
催
の
き
の
こ
栽
培
講
習
会
は

平
成
30
年
に
合
併
10
周
年
を
記
念
し

て
行
わ
れ
た
く
り
た
け
講
習
会
以
来

の
開
催
で
し
た
。
本
年
は
、
森
産
業
㈱
よ
り

鈴
木
康
浩
主
任
を
講
師
に
迎
え
て
、
プ
ラ
ン

タ
ー
で
も
出
来
る
短
木
の
ひ
ら
た
け
榾
木
を

中
心
に
、
栽
培
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
17
名
の
方
々
が
、
遠
く
は
塩
尻
市
・

麻
績
村
等
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

通
常
し
い
た
け
や
く
り
た
け
の
駒
を
打
ち

込
ん
だ
原
木
は
一
年
置
い
て
来
秋
で
な
い
と

収
穫
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
回
作
成
し
た
短

木
の
ひ
ら
た
け
榾
木
は
、
上
手
く
菌
が
回
れ

ば
、
今
年
の
秋
に
は
収
穫
で
き
る
と
の
こ
と

み
な
さ
ん
熱
心
に
質
問
さ
れ
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
秋
の
収
穫
の
報
告
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

　

ま
た
、当
日
み
ん
な
で
作
成
し
ま
し
た
『
短

木
ひ
ら
た
け
榾
木
』『
く
り
た
け
榾
木
』『
し

い
た
け
榾
木
』
の
在
庫
が
若
干
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
事

業
の
総
取
扱
高
が
一
一
億
六
千
八
百
万
円
、事

業
利
益
が
一
千
九
十
八
万
円
、経
常
利
益
が
一

千
三
百
六
十
五
万
円
と
な
り
計
画
を
上
回
る

実
績
と
な
り
ま
し
た
。事
業
の
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
組
合
員
の

皆
様
の
所
有
山
林
の
手
入
れ
を
行
う
森
林
整

備
事
業
を
中
心
に
、松
く
い
虫
被
害
の
広
が
る

ア
カ
マ
ツ
林
で
の
伐
採
を
行
っ
て
、被
害
の
拡

大
防
止
を
は
か
り
な
が
ら
資
源
の
有
効
活
用

を
行
う
樹
種
転
換
や
支
障
木
伐
採
等
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。引
き
続
い
て
令
和

６
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
事
業
計
画
に
基
づ
き

職
員
一
丸
で
目
標
達
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

長
野
県
松
本
地
域
振
興
局

　
　

林
務
課
長　
　
　
　
　

丸
山
基
久　

様

中
部
森
林
管
理
局

　
　

中
信
森
林
管
理
署
長　

井
口
英
道　

様

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会

　
　

代
表
理
事
専
務　
　
　

松
村
敏
伸　

様

ご
希
望
の
方
は
、
総
務
課
購
買
係
ま
で
☎
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

☎
０
２
６
３ｰ

７
７-

２
４
１
３

『
短
木
ひ
ら
た
け
榾
木
』

　
　
　
　
　
　
　
　

２
個
１
組
８
０
０
円

『
く
り
た
け
榾
木
』　

１
本　
　

８
０
０
円

『
し
い
た
け
榾
木
』　

１
本　
　

８
０
０
円

※

価
格
に
は
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
松
本
市
三
才
山
の
組
合
員
の

方
、
ま
た
町
会
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無

事
に
終
了
し
た
企
画
を
、
本
年
は
筑
南
支
所

管
内
に
て
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
は
決
ま
り
次
第
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　

我
が
家
の
山
林
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け

に
、
ご
家
族
で
の
参
加
大
歓
迎
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

昇
進　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
４
月
１
日
付

木
材
加
工
場　

係
長　
　
　
　

下
里　

好
生

　
　
　
　
　
　
（
木
材
加
工
場
主
任)　
　

事
業
課　

主
任　
　
　
　
　
　

森
島　

史
恵

　
　
　
　
　
　
（
事
業
課
書
記
）

総
務
課　

主
任　
　
　
　
　
　

堀
田　
　

幸

　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
書
記
）

新
規
採
用　
　
　

    

令
和
６
年
４
月
１
日
付

あ
づ
み
支
所　

技
師
補　

       

森
田　
　

翔
　
　
　
　

第 32 号
発行
令和6年6月18日
松本広域森林組合
〒399-8102
長野県安曇野市
三郷温 4000 番地
0263-77-2413
http://www.matsumoto-forest.jp

県産材を使った
丸太・杭

各種サイズ販売中！

筑北加工場
0263-64-3300まで

組
合
で
は
、
組
合
員
台
帳
を
適
正
に
整
備

す
る
た
め
の
情
報
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

・
相
続
に
よ
る
組
合
員
の
変
更

　

・
引
っ
越
等
に
よ
る
住
所
の
変
更

等
状
況
が
変
わ
ら
れ
た
方
は
、
総
務
課
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

広
報
誌
の
送
付
先
は
、
現
在
登
録
さ
れ
て

い
る
組
合
員
の
お
名
前
・
ご
住
所
で
す
。
今

回
は
５
月
15
日
ま
で
の
情
報
を
元
に
送
付
し

て
い
ま
す
。

※

市
役
所
等
に
届
出
済
み
で
あ
っ
て
も
、
当

組
合
に
届
出
が
な
い
と
組
合
員
台
帳
は
変
更

さ
れ
ま
せ
ん
。

組
合
員
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　

総
務
課
☎
０
２
６
３-

７
７-

２
４
１
３

　

今
年
は
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
が
な
く
、多
数
の

総
代
の
皆
様
の
ご
出
席
と

５
年
ぶ
り
に
ご
来
賓
の
出

席
も
賜
っ
た
盛
大
な
総
代

会
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
口
副
組
合
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

全
員
でJForest

森
林
組
合
綱
領
の
唱
和
を
し

、つ
づ
い
て
組
合
長
の
挨
拶
、ご
来
賓
の
皆
様
に

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
増
澤
範
一
様（
松
本
市
）に
よ
る
議
事
進
行

と
な
り
ま
し
た
。議
案
は
第
１
号
か
ら
第
７
号

ま
で
で
、す
べ
て
の
議
案
に
お
い
て
原
案
通
り

可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

陽
光
も
暖
か
さ
を
増
し
、春
の
訪
れ
と
共
に

、桜
の
花
が
満
開
に
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
日
こ
こ
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
総
代
の

皆
様
、ご
多
忙
の
中
、ご
出
席
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
内
に
お
い
て
は
新
年
早
々
に
発
生
し
た

能
登
半
島
を
中
心
と
し
た
大
地
震
が
あ
り
ま

し
た
。当
組
合
で
は
県
森
連
を
通
じ
て
合
板
の

材
料
を
七
尾
市
の
工
場
に
納
入
し
て
い
ま
し

た
が
、幸
い
な
こ
と
に
木
材
流
通
に
は
大
き
な

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
、イ
ン
フ
ラ

の
復
旧
が
終
わ
っ
て
い
な
い
地
域
が
ま
だ
あ
っ

た
り
、復
旧
に
向
け
て
の
課
題
は
多
く
残
っ
て

い
る
状
況
の
よ
う
で
す
。

　

林
業
や
木
材
流
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、い
よ

い
よ
本
年
度
よ
り
森
林
環
境
税
の
徴
収
が
始

ま
り
ま
す
。県
や
市
町
村
へ
の
分
配
は
既
に
始

ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、国
民
の
皆
様
の
新
た
な

負
担
と
な
る
も
の
で
す
。し
か
し
、持
続
可
能

な
森
林
経
営
を
実
現
し
、次
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
不
可
欠
な
財
源
で
す
。組
合
と
し
て
も

行
政
と
協
力
し
な
が
ら
事
業
実
施
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

昨
今
、
こ
の
広
報
で
は
お
知
ら
せ
し
き
れ

な
い
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
な
ど
を
HP
に
て
お
知

ら
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
HP
が
こ
の
度
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
中
堅
職
員
と
若

手
職
員
を
中
心
に
、
時
に
は

内
部
の
者
と
し
て
、
ま
た
時
に

は
入
組
前
の
自
分
に
戻
っ
て
、

よ
り
身
近
に
当
組
合
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
試
行
錯
誤

し
て
昨
年
よ
り
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
予
定
日
令
和
６
年
７
月
１
日(

月
）

楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
♪

総代総数

本人出席

書面出席

計

200人

60人

90人

150人

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
報
告
書
、貸
借

対
照
表
、損
益
計
算
書
、剰
余
金
処

分
案
、注
記
表
お
よ
び
附
属
明
細
書

の
承
認
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
事
業
計
画
の
決
定
に

つ
い
て

役
員
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て

１
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金（
制
度

資
金
を
除
く
）の
最
高
限
度
額
の
決

定
に
つ
い
て

１
組
合
員
の
負
担
す
る
債
務
に
対

す
る
債
務
保
証
の
最
高
限
度
額
及

び
本
年
度
内
に
お
け
る
債
務
保
証

の
最
高
限
度
額
決
定
に
つ
い
て

本
年
度
内
借
入
金
の
最
高
限
度
額

決
定
に
つ
い
て

本
年
度
内
余
裕
金
の
預
け
入
先
決

定
に
つ
い
て

10,000
10,000

　
　
　
　
　
　
　
　



　

組
合
系
統
に
お
い
て
は
「JForest

ビ
ジ
ョ
ン2030

」
に
よ
り
、
地
域
の

森
林
管
理
と
林
業
経
営
の
担
い
手
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
林

業
所
得
の
増
大
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

木
材
利
用
に
お
き
ま
し
て
は
、
植

栽
等
に
よ
る
新
た
な
森
林
形
成
、
林

地
保
全
に
努
め
、
継
続
事
業
体
と
し

て
、
責
任
の
あ
る
森
林
・
林
業
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

組
合
の
安
定
経
営
の
た
め
に
は
、

人
材
の
確
保
・
育
成
、
保
有
機
械
施

設
等
設
備
の
適
切
な
配
置
と
導
入
、

信
頼
さ
れ
る
組
織
で
あ
る
た
め
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

順
守
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
各
種

の
検
討
と
整
備
を
お
こ
な
い
、
実
行

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、SD

G

ｓ
運
動

に
も
取
り
組
み
、
自
然
環
境
の
維
持

や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
労
働
環
境
の
確

保
な
ど
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

を
目
指
し
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
尽

力
を
賜
り
な
が
ら
事
業
運
営
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【負債の部】

【純資産の部】

貸借対照表
科　目 金　額 科　目 金　額

【資産の部】
流動資産 631,258 流動負債
固定資産 67,739

資産合計 698,997

固定負債

出資金
利益剰余金
資本準備金
負債合計

（単位：千円）

248,748
40,877

121,560
287,649
163

698,997

損益計算書 （単位：千円）

小　計
総合計算の部

合　計
科　目

Ⅰ事業総損益
　１事業総収益
　２事業総費用
　３事業総利益
Ⅱ事業損益
　１人件費
　２旅費・交通費
　３事務費
　４業務費
　５諸税負担金
　６施設費
　７雑費
　　事業管理費計
　　事業利益
Ⅲ経常損益
　１事業外収益
　２事業外費用
　　事業外損益
　　経常利益
Ⅳ特別損益
　１特別利益
　２特別損失
　　特別損益
　　税引き前当期純利益
　　法人税、住民税及び事業税
　　当期剰余金
　　前期繰越剰余金
　　林業機械取得積立金取崩額

　547,718
　394,644

　109,977
　976
　3,970
　3,711
　1,925
　20,336
　1,196

　2,711
　47

　230
98

153,074

142,091
　　10,983

2,664
13,647

132
　　13,779

1,573
　　12,206
　　8,775
　　17,830

　　当期未処分剰余金 　　38,811

損益計画 （単位：千円）

事業総損益
　収　益
　費　用
　　事業総利益
事業管理費
　　事業利益
事業外損益
　　経常利益
特別損益
　　税引前当期利益
　　法人税・住民税
　　当期剰余金
　　前期繰越剰余金

506,196
351,980

154,216
150,500

3,716
1,900

5,616
100

5,716
2,522
3,194
6,811

　　当期未処分剰余金 10,005

部門別計画
部　門 備　考

合　計

森林整備部門

指導部門

販売部門

加工部門

　森林整備事業

　利用事業

　購買事業

収　益

376,682

506,196

0

111,514

18,000

123,300

203,300

50,082

費　用

269,156

351,980

3,500

63,324

16,000

75,060

150,675

43,421

損　益

107,526

154,216

△3,500

48,190

2,000

48,240

52,625

6,661

広報誌発行
イベント等
取扱量
22,000㎥

取扱量360㎥

間伐外534ha

松くい虫対策
支障木伐採等
苗木・種駒
ペレット等

（単位：千円）

販売
28.0％
329,675

購買
5.5％
64,272利用

14.1％
164,361

病害虫防除
8.6％
99,875

森林整備 ( 請負 )
11.7％
136,436

森林整備 ( 受託販売 )
30.9％
360,395

加工
1.1％
12,779

部門別取扱比率
令和 5年度取扱髙
1,167,793
( 千円 )

資格区分
正組合員
准組合員
計

前期末
1,215,751

663
1,216,414

当期増加
30
-
30

当期減少
840
-
840

当期末
1,214,941

663
1,215,604

出資口数 （単位：口）

資格区分
正組合員
准組合員
計

前期末
9,795
199
9,994

当期加入
2
-
2

当期脱退
23
-
23

当期末
9,774
199
9,973

組合員数 （単位：人）

区　分
理　事
監　事
参　事
一般職員
臨時職員
技能職員

前期末
20
3
1
26
1
40

20
3
1
27
-
38

当期増加

３
20

-
1
-
-

当期減少

３
-

20

-
１
2

当期末
組織の構成 （単位：人）

※森林整備（受託）・・・補助事業を活用した森林整備
※森林整備（請負）・・・市村、関連団体等からの請負森林整備等
※病害虫防除・・・松くい虫被害木の処理

※加工・・・丸太・丸太杭・ウッドチップ燃料等の販売

※利用・・・支障木の伐採等
※販売・・・木材の生産販売

※購買・・・林業資材、ペレット燃料等の販売
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（単位：千円）

事業総利益

事業管理費

事業利益

経常利益

H31/R1 R2 R3 R4 R5

（単位：千円）

事業総利益

事業管理費

事業利益

経常利益

Ｒ２H31/R１ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

156,610

138,189

18,421

20,060

144,661

134,171

10,490

12,334

158,762

141,940

16,822

19,531

153,074

142,091

10,983

13,646

144,936

23,420

7,900

168,356

直近５ヵ年の推移


